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はじめに

今回やりたかったこと
卒論で発表した LiNGAMと DEAを用いた政策における意思決定を
支援するシステムについて，卒研時に得られた結果に対してより詳
しい検討を行うために GMDHと RFを組み合わせたモデル化の手法
を提案し，卒研時のデータに適用する．
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進捗報告 1

現在やっていること
GMDHと RFを組み合わせた手法を提案するにあたり，GMDHおよ
び RFそれぞれ単体で性能評価を行い，それぞれの利点や欠点を理
解する必要がある．そのため，それぞれの手法を Pythonにて実装
し，同様のデータに対して適用することでその結果を比較する．

GMDH（担当：蒲田，中市）
RF（担当：長瀬）
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進捗報告 2

例題

y = 2− 3x1.5
1 x2

2x
1.5
3 + x0.5

2 x0.5
3 x1.5

4 x1.5
5 (1)

不要な説明変数：x6, · · · , x15，
各説明変数の値：(0, 1)の範囲の一様乱数，
サンプル数：300，
ノイズ：平均 0，標準偏差 0.1, 0.3, 0.5の正規ノイズ

図 1: サンプルデータ
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進捗報告 3

実装
RFに関しては Pythonのライブラリが存在せず，ネット上にも似た
コードはなかったため，一から自分でコーディングしている．とり
あえず参考文献をもとに RF5法を実装している．

BFGS法 1

同定したい多変量多項式回帰モデル

y = f(x; θ) + ϵ, f(x; θ) = w0 +

J∑
j=1

wj

K∏
k=1

x
wjk

k (2)
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進捗報告 4

BFGS法 2

1 θ1 を初期化し，H1 = I, k = 1とする．
2 ∆θk = −Hk∇E(x; θk)を計算する．停止条件を、満たせば，
反復を終了する．

3 E(x; θk + αk∆θk)を最小にする αk を求める．
4 結合重みを θk+1 = θk + αk∆θk に修正する．
5 k ≡ 0 mod M (M :全パラメータ数)ならばHk+1 = Iとし，
それ以外の場合は，Hk+1を更新する．k ← k + 1として step2
に戻る．
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進捗報告 5

GMDHとの比較
正解の数式

y = 2− 3x1.5
1 x2

2x
1.5
3 + x0.5

2 x0.5
3 x1.5

4 x1.5
5 (3)

GMDHの方の結果は蒲田の発表参照．
RF5の結果は以下のようになるはず（参考文献参照）．次回の研究発
表までには自分のコードでも同じ結果が出せるようにしておきます．

y =1.9632− 3.0116x1.4990
1 x1.9951

2 x1.4990
3

+ 1.0183x0.4879
2 x0.4879

3 x1.4990
4 x1.4990

5

(4)
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進捗報告 6

提案手法の方針
変数同士の組合せ導出を GMDHで行い，それをもとに各変数の次
数を RF5で求めることで GMDH特有の層を重ねることで必要な変
数の組合せを求める手法を残しつつ計算量軽量化と精度向上を図る
（この辺の有効性の出し方は要検討）
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おわりに

今後やること
自身のデータに適用するための方針を考える
作成した RF5をもとに提案手法を実装
データの拡充
数値実験を行い，卒研時の結果も含めて考察を行う


	‡Í‡¶‡ß‡É
	’i™»Łñ“’
	‡¨‡í‡è‡É

